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御使用御使用御使用御使用のののの前前前前にににに必必必必ずずずず本取扱説明書本取扱説明書本取扱説明書本取扱説明書をよくをよくをよくをよく読読読読んでんでんでんで理解理解理解理解してしてしてして、、、、安全安全安全安全のののの為為為為のののの

指示指示指示指示にににに従従従従ってってってって下下下下さいさいさいさい。。。。    

もしもしもしもし、、、、不明点不明点不明点不明点がががが有有有有ればればればれば販売店販売店販売店販売店かかかか弊社弊社弊社弊社におたずねにおたずねにおたずねにおたずね下下下下さいさいさいさい。。。。    
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御使用上の注意事項 

必ずお守り下さい（安全にお使いいただくために） 

 

警告 
 

◇ 内部に液体をこぼしたり、燃え易い物や金属類を落としてはいけません。 

（火災や感電、故障の原因となります。） 
 

◇ 煙が出たり、異常音、臭気などに気が付いたときは、すぐに電源コードを抜い

て販売店に御連絡下さい。 
 

注意 
 

◇ 電源プラグの接続が不完全なまま使用しない。 

（感電やショート、火災の原因となります。） 
 

◇ 電源コードを引っ張ったり、重いものをのせたりしない。 

（電源コードが損傷し、火災や感電の原因となります。） 
 

◇ 電源コードを引っ張ってコンセントから抜かない。 

（感電やショート、火災の原因となります。） 
 

◇ 仕様にて規定された電源電圧以外では使用しない。 

（火災や感電の原因となります。） 
 

お願い 
 

◇ 風通しの悪い所に置いたり、布などで通風孔を塞いだりしないで下さい。 

（故障の原因となります。） 
 

◇ 次の様な所には置かないで下さい。 

湿気の多い所、油煙や湯気の当たる所、直射日光の当たる所、熱器具の近く 

埃の多い所、強い磁気のある所、極端に寒い所、極端に暑い所、激しい振動の

ある所 

安定しない台の上、傾いた所 

（故障の原因となります。） 
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１．主な機能と特長 

１．１ ＭＳＫ－８１０の機能 

合成基板（ＭＳＫ－８１０） 

◇ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ入力に合成画像を合成し、出力します。 

◇合成する画像データは、電源投入時に制御基板から合成基板内の揮発性

メモリ４枚に書き込みされます。 

◇合成キーは、多値（１２８段階）です。 

◇ＣＵＴもしくはＦＡＤＥで合成のＯＮ／ＯＦＦが可能です。 

 

制御基板（ＭＳＫ－８１１） 

◇ＬＡＮを使用し合成画像及びキーファイルをファイル転送（ＦＴＰ）に

て行いフラッシュメモリ（１２８Ｍｂｙｔｅ）に格納します。 

◇外部から合成ＯＮ／ＯＦＦ等のコントロール信号を受けて合成基板を制

御します。 

◇制御基板は、合成基板４枚に１枚必要です。 

 

 

１．２ ＭＳＫ－８１０の特長 

◇ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩの信号にＫＥＹ合成を行います。 

◇合成画像、キーファイルは、ＬＡＮ経由にて、パソコンから容易に書き

込み出来ます。（ＪＰＥＧ、ＢＩＴＭＡＰ形式） 

 ファイルは、内部のフラッシュメモリ（１２８Ｍｂｙｔｅ）に記憶でき

ます。 

◇合成のＯＮ／ＯＦＦ、画像選択（画像ファイル４種類から選択）は、 

ＴＣＰ／ＩＰ通信または、ＲＳ－４８５相当通信で行います。 

◇メイン出力の他にモニタ出力・プレビュー出力を持っています。 

◇入力信号が無くなった場合、内部同期で出力可能です。 

◇フレームメモリを有し、入力源に対して１フレーム±１Ｈで出力します。 
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２．仕様 

信号形式 
SD-SDI SMPTE259M-C 480i[D1] 

HD-SDI SMPTE292M 1080i 

入力信号数 １系統 

映像入力 

入力接栓 ＢＮＣコネクタ 

信号形式 
SD-SDI SMPTE259M-C 480i[D1] 

HD-SDI SMPTE292M 1080i 

出力信号数 
3 系統 

(メイン出力※1・モニタ出力･プレビュー出力) 

 

映像出力 

出力接栓 ＢＮＣコネクタ 

合成メモリ 揮発性メモリ(1920×1024×8bit) 4 枚 

ファイル転送 
100BASE-TX LAN インタフェース 

FTP サーバ 

100BASE-TX LAN インタフェース 

TCP/IP サーバ、複数のクライアントから制御可能 

 

通信制御 

制御 

RS-485 相当 

基板実装可能数(1 筐体当り) 
合成基板 最大 8 枚 

制御基板 最大 2 枚 ※2 

外形寸法 
Ｗ４３０×Ｈ１３２×Ｄ５５５ mm 

3U ラックマウントサイズ 

重量 約 ２１ ｋｇ 

電源電圧 
100V～240Ｖ±10% AC  50/60Hz 

リダンダント仕様 

消費電力 約 １４８ VA 

使用温度 ５℃ ～ ４０℃ 

※1 リレースルー：電源断時に入力と出力(メイン)間をリレー回路で機械的に短絡します。 

※2 ただし、制御基板は、合成基板 4 枚につき 1 枚必要 

仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります
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３．概略回路図(映像信号の流れ)  

 

合成基板（チャンネル１）

合成基板（チャンネル２）

合成基板（チャンネル３）

合成基板（チャンネル４）

PreViewMain

ON/OFFON/OFF

SELECT

１ ２ ３ ４

CH１

PreViewMain

ON/OFFON/OFF

SELECT

１ ２ ３ ４

PreViewMain

ON/OFFON/OFF

SELECT

１ ２ ３ ４

PreViewMain

ON/OFFON/OFF

SELECT

１ ２ ３ ４

CH２ CH３ CH４

コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル

Ｌ Ａ Ｎ 接 続 （ Ｐ Ｃ と 接 続 ）合 成 O N / O F F

メ モ リ 制 御

制 御 基 板 （ ４ ｃ ｈ 分 制 御 ）

Ｒ Ｓ － ４ ８ ５

制御基板

4ﾁｬﾝﾈﾙ分
ﾒｲﾝ/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ

4ﾁｬﾝﾈﾙ分

入 力

合 成

合 成

メ イ ン 合 成 O N / O F F

ﾌ ﾟ ﾚ ﾋ ﾞ ｭ ｰ 合 成 O N / O F F

ﾌ ﾚ ｰ ﾑ ﾒ ﾓ ﾘ

メ モ リ ４

メ モ リ ３

メ モ リ ２

メ モ リ １

プ レ ビ ュ ー 出 力

モ ニ タ ー 出 力

メ イ ン 出 力

メ モ リ 選 択

1チャンネル分のブロック図

1 9 2 0 × 1 0 2 4

1 9 2 0 × 1 0 2 4

1 9 2 0 × 1 0 2 4

1 9 2 0 × 1 0 2 4
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4．各部の名称と機能 

 

＜フロントパネルの機能＞ 

 
 

 

 

 

① 電源ユニット１ パワースイッチ 

 電源ユニット１の電源ＯＮ／ＯＦＦ、および動作状態をＬＥＤで表します。 

 

② 電源ユニット２ パワースイッチ 

 電源ユニット２の電源ＯＮ／ＯＦＦ、および動作状態をＬＥＤで表します。 

 

 

※パワースイッチはフロントパネルを開いた状態で操作可能です。 

①①①①    ②②②②    



Ver. １.１ 

 ７

＜リアパネルの機能＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ＥＴＨＥＲ コネクタ（１０／１００ＢＡＳＥ－Ｔ） 

 イーサネット・ネットワークから制御する場合に接続します。 

 ※ピンアサインについては７．外部制御仕様 を参照してください。 

 

② RS-485(４８５相当規格) IN コネクタ 

 コントロールパネルまたは他スレーブ機器のＲＳ－４８５ＯＵＴと接続します。 

 ※ピンアサインについては７．外部制御仕様 を参照してください。 

 

③ RS-485(４８５相当規格)OUT コネクタ 

 他スレーブ機器のＲＳ－４８５ＩＮと接続します。 

 ※ピンアサインについては７．外部制御仕様 を参照してください。 

 

④ RS-485(４８５相当規格)終端 スイッチ 

 ＲＳ－４８５ＯＵＴを他スレーブ機器へ接続しない場合はＯＮに設定して下さい。 

 

⑤ RS-485(４８５相当規格)ＩD 設定スイッチ 

 ＲＳ－４８５を使用して通信する場合のＩＤ（０～Ｆ）を設定します。 

 ＩＤは他スレーブ機器と重複しないように設定してください。 

 

⑥ ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ ＩＮ コネクタ 

 主信号を入力します。 

 

⑦ ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ ＭＡＩＮ コネクタ 

 メイン信号を出力するコネクタです。 

 

⑧ ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ ＰＲＥＶ コネクタ 

 プレビュー信号を出力するコネクタです。 

 

⑨ ＨＤ／ＳＤ－ＳＤＩ ＭＯＮＩ コネクタ 

 モニター信号を出力するコネクタです。 

 

⑩ ＰＯＷＥＲ ＵＮＩＴ１ 

 電源ユニット１のＡＣ入力（３Ｐインレット）です。 

 

⑪ ＰＯＷＥＲ ＵＮＩＴ２ 

 電源ユニット２のＡＣ入力（３Ｐインレット）です。 

①⑤④

② ③

⑧ ⑨⑦

⑥

⑩⑪
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5．ネットワーク設定 

5．１ ＭＳＫ８１０ネットワーク検出・設定ツール操作説明 

5．１．１ 起動画面 

   MSK810ネットワーク検出設定ツールVer1001.exeを起動すると 

   下図の起動画面が表示されます。 

   起動直後１度だけ、ネットワークを検索します。 

   検索により見つかった機器の一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．1．2 ＩＰ、サブネット、デフォルトゲートウェイの設定 

   

一覧表示されている箇所をダブルクリックすると、下記のダイアログが表示されます。 

表示された各パラメータは変更できます。 

変更後「確認」ボタンを押すと、入力パラメータのチェックを開始します。 
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設定されたIPアドレスがマルチキャストの範囲にある場合このようなメッセージを 

表示し、「OK」ボタン押下で元の画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定されたIPアドレスが0.0.0.0または255.255.255.255の場合このような 

メッセージを表示し、「OK」ボタン押下で元の画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定されたサブネットマスクが無効の場合このようなメッセージを表示し、 

「OK」ボタン押下で元の画面に戻ります。 

無効な場合とは次の場合です。 

１．全てゼロ（0.0.0.0） 

２．上位ビットから見てビット１が連続していない場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブネットが変更される場合このようなメッセージを表示し、 

「はい」「いいえ」入力を求めます。 

「いいえ」ボタン押下で元の画面に戻ります。 

「はい」ボタン押下で下記画面に推移します。 
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チェックを通過すると、入力した値が正しいか、コマンド送信しても良いかを確認す

るメッセージが表示されます。 

「いいえ」ボタン押下で元の画面に戻ります。 

「はい」ボタン押下で下記に示すコマンドを送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コマンドを正しく受け付けると、以下の表示がされます。 

  ＭＳＫ８１０はリブートし、設定を更新します。 
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6．FTP アクセス 

ＦＴＰ接続に対応したウェブブラウザを準備します。 

以下にＩＥ６．０にてＭＳＫ８１０にＦＴＰアクセスする方法を説明します。 

 

6．１．１ ログイン方法の確認 

ＩＥのアイコンを右クリックしプロパティを選択します。 

①のセキュリティタブを選択します。 

 以下の図１．１．１が表示されます。 

②のレベルのカスタマイズをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１．１．２が表示されますので、③が指すユーザー名とパスワードを入力して 

ログオンするにチェックを入れます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

図１．１．１ インターネットプロパティ 



Ver. １.１ 

 １２ 

 

 

6．１．２ ＦＴＰログイン 

 ＩＥを起動します。 

アドレスバーが表示されていない場合は 

メニューバーの表示－＞ツールバー－＞アドレスバーにチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アドレスバーにｆｔｐ：//１９２．１６８．７．１００/と記入します。 

＊ ＭＳＫ８１０のＩＰアドレスは、デフォルトでは１９２．１６８．７．１００と 

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しばらくすると図１．２．２が表示されます。 

 ①にユーザー名ｍｓｋ８１０ 

 ②にパスワードｍｓｋ８１０を入力します。 

 入力後③のログオンボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．１．２ セキュリティの設定 

図１．２．１ アドレスの設定 

① 

② 

③ 

図１．２．２ ログオンの設定 
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 ログオンに成功するとＣＦ内のファイルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．２．３ ログオンの成功画面 
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7．外部制御仕様    

7．１ 外部制御仕様 

   Ethernet LAN とＲＳ－４85（４８５相当規格）が有ります。 

ａ）Ethernet LAN(10 / 100BASE-T) 

・TCP/IP ソケットサーバーモードで動作します。 

・データ部の使用コード バイナリー８ビット及びアスキーコード 

詳細は、6．２．通信制御について を参照。 

・コネクタピンアサイン 

ＲＪ－４５（ＦＥＭＡＬＥ） 

PinPinPinPin    NameNameNameName    
1 TX+ 
2 TX- 
3 RX+ 

4  

5  
6 RX- 

7  

8  
 

   ｂ）RS-４８５（４８５相当規格） 

非同期、全２重 

通信速度 ： ３８４00 bps 

スタートビット： 1 bit 

データ長 ： 8 bit 

パリティ ： none 

ストップビット： 1 bit 

 

・ コネクタピンアサイン 

ＲＪ－４５（ＦＥＭＡＬＥ） 

PinPinPinPin    NameNameNameName    
1 ＴＸ＋ 

2 ＴＸ― 

3 ＲＸ＋ 

4 ＧＮＤ 

5 ＧＮＤ 

6 ＲＸ― 

7 Ｎ．Ｃ 使用しないでください 

8 Ｎ．Ｃ 使用しないでください 
 

 コネクタは入力とスルー出力を各１個装備しています。 

 これによりチェーン接続が可能です。 

 マスター（コントローラ等）１台に対して 

 スレーブ（制御基板ＭＳＫ－８１１）は、最大１６個接続可能です。 

 マスター及び末端のスレーブ機器は、終端をＯＮする必要が有ります。 

 スレーブ機器の終端はＤＩＰＳＷでの設定。 

 接続方法の詳細は、コントローラ(MSK-812)の取扱説明書をご覧下さい。 
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データ部の使用コード バイナリー８ビット及びアスキーコード。 

詳細は、２．通信制御について を参照。 

但し、ＳＴＸの後はＩＤ（１バイト）が付加されます。 

スレーブが正常応答または異常応答を返答する場合は、ＩＤは付けません。 

 詳細例は、 １－ａ）機器状態問い合わせ ４８５通信の場合参照。 
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7．２ 通信制御について 

１）使用コード 

 バイナリー8bit(1 byte)及びアスキーコード 

機能 コマンド 内容 

肯定応答 ＡＣＫ 

0x06 

コマンドが正しく処理された場合に、応答しま

す。 

否定応答 ＮＡＫ 

0x15 

コマンドや設定値に誤りがある場合に応答しま

す。ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合

は、応答しません。 

テキスト開始コード ＳＴＸ 

0x02 

コマンドの先頭を示す 

テキスト終了コード ＥＴＸ 

0x03 

コマンドの終了を示す 

 

２）データフォーマット 

STX + CMD１ + CMD２ + MSG Block + ETX 

 

STX Start of Text Code 1 byte=0x02 

CMD1 コマンド No. 上位 1 byte 別途説明 

CMD2 コマンド No. 下位 1 byte 別途説明 

MSG Block Message 別途説明 

使用出来る文字は ASCII 

０ｘ２０～０ｘ７F 

ETX End of Text Code 1 byte=0x03 
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３）コマンド一覧表 

CMD 上位 CMD 下位 コマンド名 備考 

０ｘ５２ ０ｘ５５ 機器状態問い合わせ  

０ｘ５２ ０ｘ４９ 入出力状態問い合わせ  

０ｘ５７ ０ｘ４７ メイン合成状態設定  

０ｘ５７ ０ｘ５０ プレビュー合成状態設定  

０ｘ５２ ０ｘ４７ 合成状態問い合わせ  

０ｘ５７ ０ｘ４Ｄ メモリ選択  

０ｘ５２ ０ｘ４Ｄ メモリ選択問い合わせ  

０ｘ５７ ０ｘ４６ ファイル選択  

０ｘ５２ ０ｘ４Ｂ ファイル書き込み経過 

問い合わせ 

 

０ｘ５２ ０ｘ４６ ファイル問い合わせ  

０ｘ５７ ０ｘ４３ フェード設定  

０ｘ５２ ０ｘ４３ フェード問い合わせ  

０ｘ５７ ０ｘ４８ 内部同期種別設定  

０ｘ５２ ０ｘ４８ 内部同期種別問い合わせ  

０ｘ５７ ０ｘ４４ 入出力位相設定  

０ｘ５２ ０ｘ４４ 入出力位相問い合わせ  
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 １８ 

 １）機器状態問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、機器状態を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x5５＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ５５ １バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

機器状態 

“０”：正常 

“１”：ハードウェア起動中 

（起動時のファイル書き込み等） 

“２”：電源１異常 “３”：電源２異常 

“４”：その他の異常 

ASCII１バイト 

基板有無 

Ch 番号１ 無し：０ 有り：１ 

Ch 番号２ 無し：０ 有り：１ 

Ch 番号３ 無し：０ 有り：１ 

Ch 番号４ 無し：０ 有り：１ 

ASCII４バイト 

ファイル状態 

“０”：正常        

“１”：ファイル異常 

“２”：その他の異常 

ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

ファイル状態 

“１”ファイル異常は、下記を示します。 

 ・コンパクトフラッシュが無い或いは異常な状態。 

 ・現在ファイル設定されているファイルが削除等の理由で合成できていない 

  例）ファイル設定でｘｘ．ｊｐｇが選択されているが、ファイル削除等が行われ 

再起動時に該当ファイルが無い為、合成出来ない状態。 

 

  ｄ）異常応答 

否定応答 

ＮＡＫ（0x15） ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 １９ 

 １－ａ）機器状態問い合わせ（４８５通信の場合） 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、機器状態を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

ＳＴＸＳＴＸＳＴＸＳＴＸのののの後後後後ははははＩＤ（ＩＤ（ＩＤ（ＩＤ（１１１１バイトバイトバイトバイト））））がががが付加付加付加付加されますされますされますされます。。。。    

スレーブスレーブスレーブスレーブがががが正常応答正常応答正常応答正常応答（（（（ACKACKACKACK））））またはまたはまたはまたは異常応答異常応答異常応答異常応答(NAK)(NAK)(NAK)(NAK)をををを返答返答返答返答するするするする場合場合場合場合はははは、、、、    

ＩＤＩＤＩＤＩＤはははは付付付付けませんけませんけませんけません。。。。    

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋ＩＤ＋0x52＋0x5５＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

ＩＤＩＤＩＤＩＤ    ““““００００””””～～～～““““FFFF””””    ASCIIASCIIASCIIASCII１１１１バイトバイトバイトバイト    

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ５５ １バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

ＩＤＩＤＩＤＩＤ    ““““００００””””～～～～““““FFFF””””    ASCIIASCIIASCIIASCII１１１１バイトバイトバイトバイト    

機器状態 

“０”：正常 

“１”：ハードウェア起動中 

（起動時のファイル書き込み等） 

“２”：電源１異常 “３”：電源２異常 

“４”：その他の異常 

ASCII１バイト 

基板有無 

Ch 番号１ 無し：０ 有り：１ 

Ch 番号２ 無し：０ 有り：１ 

Ch 番号３ 無し：０ 有り：１ 

Ch 番号４ 無し：０ 有り：１ 

ASCII４バイト 

ファイル状態 

“０”：正常        

“１”：ファイル異常 

“２”：その他の異常 

ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）異常応答 

否定応答 

ＮＡＫ（0x15） ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２０ 

 ２）入出力状態問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、入出力の状態を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４９＋ｃｈ番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４９ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

入力状態 “０”：正常  “１”入力断または、入力ロック異常。 ASCII１バイト 

入力種別 “０”：ＳＤ  “１”ＨＤ ASCII１バイト 

出力状態 “０”：正常  “１”出力ロック異常 ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）異常応答 

否定応答  

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２１ 

３）メイン合成状態設定 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、メイン出力の合成状態を設定するときに使用します。 

設定コマンド受信後は、正常応答を返します。 

   起動時は、合成ＯＦＦで起動します。設定値は記憶しません。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x５７＋0x４７＋ｃｈ番号＋合成状態＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５７ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４７ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

合成状態 
“０”：合成ＯＦＦ 

“１”：合成ＯＮ 
ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

肯定応答 

ＡＣＫ（0x06） 

 

否定応答  

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２２ 

４）プレビュー合成状態設定 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、プレビュー出力の合成状態を設定するときに使用します。 

設定コマンド受信後は、正常応答を返します。 

   起動時は、合成ＯＦＦで起動します。設定値は記憶しません。 

    

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x５７＋0x５０＋ｃｈ番号＋合成状態＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５７ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ５０ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

合成状態 
“０”：合成ＯＦＦ 

“１”：合成ＯＮ 
ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

肯定応答 

ＡＣＫ（0x06） 

 

否定応答  

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２３ 

５）合成状態問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、チャンネルの合成状態を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように設定状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４７＋ch 番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４７ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メイン状態 “０”：合成ＯＦＦ “１”：合成ＯＮ ASCII１バイト 

プレビュー状態 “０”：合成ＯＦＦ “１”：合成ＯＮ ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）異常応答 

否定応答  

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２４ 

６）メモリ選択設定 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、チャンネルのメモリ選択設定をするときに使用します。 

１チャンネルの合成基板に４枚の揮発性メモリを持っています。 

   合成を行うメモリを選択します。 

設定コマンド受信後は、正常応答を返します。 

該当チャンネルのメインプレビューのどちらかの合成がＯＮ場合、 

操作できません。エラー応答が返ります。 

   設定値を記憶します。工場出荷時は、“１”メモリ１となっています。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x５７＋0x４Ｄ＋ｃｈ番号＋メモリ選択＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５７ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４Ｄ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ選択 

“１”：メモリ１を選択する 

“２”：メモリ２ 

“３”：メモリ３ 

“４”：メモリ４ 

ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）エラー応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

エラー 
“０” 合成中です 

“１”その他 
ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）応答 

肯定応答 

ＡＣＫ（0x06） 

 

否定応答  

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２５ 

７）メモリ選択問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、メモリ選択を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように設定状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４Ｄ＋ch 番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４Ｄ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ選択 

“１”：合成メモリ１が選択されている 

“２”：合成メモリ２ 

“３”：合成メモリ３ 

“４”：合成メモリ４ 

ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）異常応答 

否定応答 

ＮＡＫ（0x15） ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２６ 

８）ファイル選択 

ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、合成メモリに書き込む 

ファイルを選択するときに使用します。 

   １チャンネルの合成基板に４枚の揮発性の合成メモリを持っています。 

   制御基板のメモリに保存されている、合成画像ファイル選択し、 

合成基板の合成メモリ書き込みます。１枚に数分かかります。 

コマンドを正常に受け取った後は、正常応答が返り書き込み中となります。 

書き込み中は、経過問い合わせを行ってください。経過を示す状態応答が返ります。 

経過問い合わせ以外のコマンドを受けた場合、書き込み中を示す応答が返ります。 

 

   合成画像ファイル名を選択する手順。 

 例）ｃｈ１のメモリ３に ファイル名“xxxxx.BMP”と指定すれば、 

合成画像ファイル（fileName : 02xxxxx.BMP）  

をｃｈ１の合成メモリ 3 に書き込みます。数十秒かかります。 

      選択したファイル名は、制御基板のコンパクトフラッシュに保存されます。 

   次回起動時には、そのファイルを合成メモリに書き込み起動します。 

コマンドにエラーが有った場合は、否定応答を行います。 

合成ファイルとキーファイルのフォーマットが違う場合、（例、合成画像ファイルが

bmp でキーファイルが jpg）、否定応答を行います。 

該当チャンネルのメインの合成がＯＮの場合、操作できません。 

エラー応答が返ります。 

また、メインがＯＦＦ、プレビューがＯＮの場合は、 

強制的にプレビューをＯＦＦしメモリに書き込みます。 

 

   工場出荷時は、 

合成画像ファイル ｘｘｘｘｘｘｘｘ＿Ｆ．ｊｐｇ 

キーファイル   ｘｘｘｘｘｘｘｘ＿Ｋ．ｊｐｇ 

となっています。合成ＯＮ／ＯＦＦ動作は出来ますが、 

合成ファイルの画像は現れません。 
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 ２７ 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x５７＋0x４６＋ｃｈ番号＋メモリ番号＋画像ファイル名＋キーファイル名＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５７ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４６ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

合成画像 

ファイル名 
“ｘｘｘｘ_F．ｊｐｇ”または“ｘｘｘｘ_F．ｂｍｐ” 

使用出来る文字は ASCII 

０ｘ２０～０ｘ７F 
８バイト以上１４バイト以下 

キー 

ファイル名 
“ｘｘｘｘ_K．ｊｐｇ”または“ｘｘｘｘ_K．ｂｍｐ” 

使用出来る文字は ASCII    

０ｘ２０～０ｘ７F 
８バイト以上１４バイト以下 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

c）エラー応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

エラー 

“０”合成ファイルが見つかりません 

“１”キーファイルが見つかりません 

“２”メイン合成中です 

“３”その他 

 

ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）正常応答 

ＡＣＫ（0x06） 

  ｅ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 

 

ｆ）書き込み応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

書き込み中 “ＷＲＩＴＩＮＧ ＭＥＭＯＲＹ” ASCII１４バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

ファイル選択コマンドを正常に受け取った後、 

書き込み中となり、経過問い合わせを行ってください。 

経過問い合わせ以外のコマンドを受けた場合、上記 f）書き込み応答が返ります。 
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 ２８ 

９）ファイル書き込み経過問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、ファイル選択コマンド発行後は、 

該当チャンネルの揮発性メモリが書き込み中となります。 

書き込み中の経過を問い合わせることが出来ます。 

書き込み終了後のレスポンスは常に“ＥＮＤ”が返ります。 

ＤＳＫは下記のように状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４Ｂ＋ch 番号＋メモリ番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４Ｂ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｃ）状態応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

書き込み 

経過状態 

“０５％”  ５％経過 

“１０％” １０％経過 

 ・ 

 ・ 

“９５％” ９５％経過 

“ＥＮＤ” １００％（書き込み終了） 

ASCII３バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

  ｄ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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 ２９ 

１０）ファイル問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、各チャンネルの揮発性メモリに書き込まれている 

ファイルを問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように設定状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４６＋ch 番号＋メモリ番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４６ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

メモリ番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

合成画像 

ファイル名 

“ｘｘｘｘ_F．ｊｐｇ”または“ｘｘｘｘ_F．ｂｍｐ” 

“ｘｘｘｘ_F．ｊｐｇ NOT FOUND” または 

“ｘｘｘｘ_F．ｂｍｐ NOT FOUND”  

使用出来る文字は ASCII 

０ｘ２０～０ｘ７F 
８バイト以上１４バイト以下 

キー 

ファイル名 

“ｘｘｘｘ_K．ｊｐｇ”または“ｘｘｘｘ_K．ｂｍｐ” 

“ｘｘｘｘ_K．ｊｐｇ NOT FOUND” または 

“ｘｘｘｘ_K．ｂｍｐ NOT FOUND” 

使用出来る文字は ASCII    

０ｘ２０～０ｘ７F 
８バイト以上１４バイト以下 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

NOT FOUND：現在ファイル設定されているファイルが削除等の理由で 

不揮発メモリ（コンパクトフラッシュ）に無い状態。 

  注意：①ファイル選択時には揮発メモリに書き込みますので、選択されたファイルを 

削除した場合（ＣＦに選択ファイルが無い場合）でも合成は出来ます。 

ファイル問い合わせコマンドの応答は“NOT FOUND”の状態になります。 

機器状態問い合わせコマンドの応答はファイル異常の状態になります。 

②起動時にＣＦに選択ファイルが無い場合は、合成の ON/OFF 動作は 

出来ますが、合成ファイルの画像は現れません。 

 

  ｄ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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１１）フェード設定 

 ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、チャンネルのフェード設定をするときに使用します。 

   プレビューとメイン出力合成ＯＮ／ＯＦＦのフェード値の設定となります。 

フェードの値に応じて、合成ＯＮ／ＯＦＦの切替開始から終了までの時間を設定できま

す。 

設定値を記憶します。工場出荷時は、“０”（ＣＵＴ）となっています。 

設定コマンド受信後は、正常応答を返します。 

該当チャンネルのメインプレビューのどちらかの合成がＯＮ場合、 

操作できません。エラー応答が返ります。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x５７＋0x４３＋ｃｈ番号＋フェード値＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５７ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４３ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

フェードの値 

“０”：０（ＣＵＴ） 

“１”：５フレームでフェードします。 

“２”：１０フレームでフェードします。 

“３”：１５フレームでフェードします。 

“４”：２０フレームでフェードします。 

“５”：３０フレームでフェードします。 

“６”：４０フレームでフェードします。 

“７”：５０フレームでフェードします。 

“８”：６０フレームでフェードします。 

“Ｆ”：ファイルに準拠します。 

ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

  ｃ）正常応答 

ＡＣＫ（0x06） 

 

  ｄ）エラー応答 

項目 応答値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

エラー 
“０” 合成中です 

“１”その他 
ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｅ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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１２）フェード問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、フェードの値を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように設定状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４３＋ch 番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４３ １バイト 

Ch 番号 ｃｈ番号“１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

フェードの値 

“０”：０（ＣＵＴ） 

“１”：５フレームでフェードします。 

“２”：１０フレームでフェードします。 

“３”：１５フレームでフェードします。 

“４”：２０フレームでフェードします。 

“５”：３０フレームでフェードします。 

“６”：４０フレームでフェードします。 

“７”：５０フレームでフェードします。 

“８”：６０フレームでフェードします。 

“Ｆ”：ファイルに準拠します。 

ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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１３）内部同期種別設定 

 ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、同期断時の内部同期種別を設定するときに使用します。 

設定値を記憶します。工場出荷時は、“０”ＳＤ－ＳＤＩとなっています。 

設定コマンド受信後は、正常応答を返します。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x５７＋0x４８＋ｃｈ番号＋内部同期の値＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５７ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４８ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

内部同期の値 
“０”：ＳＤ－ＳＤＩ出力 

“１”：ＨＤ－ＳＤＩ出力 
ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｃ）正常応答 

ＡＣＫ（0x06） 

 

  ｄ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 



Ver. １.１ 

 ３３ 

１４）内部同期種別問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、内部同期種類の値を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように設定状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４８＋ch 番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４８ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

内部同期の値 
“０”：ＳＤ－ＳＤＩ出力 

“１”：ＨＤ－ＳＤＩ出力 
ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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１５）入出力位相設定 

 ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、入出力位相を設定するときに使用します。 

設定値を記憶します。工場出荷時は、“２３００”となっています。 

設定コマンド受信後は、正常応答を返します。 

この設定を行うと同期が一瞬乱れます。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x５７＋0x４４＋ｃｈ番号＋入出力位相の値＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５７ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４４ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

入出力位相の値 

“００００”～“４６００”  

単位はＨＤの時、７４ＭＨｚクロック 

単位はＳＤの時、１３．５ＭＨｚクロック 

 “２３００”（入出力間の位相は１フレームとなってい

ます） 

値が小さくなると位相が遅れます。 

ASCII４バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｃ）正常応答 

ＡＣＫ（0x06） 

 

  ｄ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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１６）入出力位相問い合わせ 

  ａ）機能 

   HOST からＤＳＫに対し、入出力位相を問い合わせるときに使用します。 

ＤＳＫは下記のように設定状態を応答します。 

問い合わせコマンドにエラーが有った場合は、異常応答を行います。 

 

  ｂ）電文 

基本フォーマット：STX＋0x52＋0x４４＋ch 番号＋ETX 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

CMD 上位 ０ｘ５２ １バイト 

CMD 下位 ０ｘ４４ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  c）応答 

項目 設定値 Data 長 

ＳＴＸ ０ｘ０２ １バイト 

Ch 番号 “１”～“４” ASCII１バイト 

内部同期の値 “００００”～“４６００” ASCII４バイト 

ＥＴＸ ０ｘ０３ １バイト 

 

  ｄ）異常応答 

ＮＡＫ（0x15） 

該当ｃｈ番号の基板が無い場合は、ＮＡＫを返します。 

ただし、コマンドに<ETX>が含まれない場合は、応答しません。 
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３．動作シーケンス 

３．１）コマンドシーケンス 

・正常動作 

 

 

 

 

 

 

・ＮＡＫ受信 

 

 

 

 

 

 

 

・ファイル書き込みコマンド動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ファイル書き込み中動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定コマンド 

ＡＣＫ レスポンスデータ 

次のコマンド ＰＣ 

ﾀｰｹﾞｯﾄ 処理、実行 

コマンド 

ＡＣＫ（レスポンス） 

次のコマンド ＰＣ 

ﾀｰｹﾞｯﾄ 

コマンド 

再送 

ＮＡＫ 

次のコマンド ＰＣ 

ﾀｰｹﾞｯﾄ 

ファイルデータを 

メモリに書き込む 

設定コマンド 次のコマンド ＰＣ 

ﾀｰｹﾞｯﾄ 

ファイル書き込み

コマンド 

0x57 0x46 

ＡＣＫ 

ファイル書き込み 

経過問い合わせ 

0x52 0x4B 

状態応答 

書き込み応答 
ＣＨ番号、メモリ番号 

ＷＲＩＴＩＮＧ ＭＯＭＯＲＹ 

問い合わせコマンド 
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３．２）電源ＯＮ、ＯＦＦシーケンス 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
電源 ＯＦＦ 

  

 コマンド受付状態へ 

ファイルのデータを 

メモリに書き込み 

 

前回メモリに書き込まれた 

ファイル名をコンパクトフ

ラッシュよりロード。 

 

 

電源 ＯＮ 
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８．合成手順    

８.１ 手順 

  ＭＳＫ８１０を動作させる為の手順を以下に説明します。 

 

 ◇接続構成（１台構成時） 

   ＭＳＫ８１０とＰＣ、ＭＳＫ８１２コントロールパネルをＨＵＢを介して 

   ＲＪ４５ケーブルにて接続します。 

 

    

 

 

 

 

 

◇合成手順 

Ⅰ.ファイルの転送 

   あらかじめ作成しておいた合成用ファイル（ＦＩＬＬ及びＫＥＹ）をＰＣより 

ＦＴＰ転送にてＭＳＫ８１０のＣＦ（コンパクトフラッシュ）に転送します。 

（ＦＴＰ転送方法については、６．ＦＴＰアクセスにて説明） 

   

Ⅱ.合成メモリへのファイルの書き込み 

   ＦＴＰにてＭＳＫ８１０のＣＦ（コンパクトフラッシュ）に転送後 

ＭＳＫ８１０本体の合成メモリに、ファイルの内容を書き込む必要があります。 

   （１ｃｈに４つの合成メモリがあります） 

   書き込みには、ＭＳＫ８１０コントロールソフトを使用します。 

   （書き込み方法については、ＭＳＫ８１０コントローラ操作説明を参照） 

    

  Ⅲ.合成メモリの選択 

   ＭＳＫ８１０には、１ｃｈに４つの合成メモリがありますので 

   どのメモリの内容を合成させるかを選択します。 

   コントロールソフトまたは、コントロールパネルより選択可能です。 

 

  Ⅳ.合成 

   Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.の手順を終えた後、合成をＯＮするとメモリの内容が合成されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣ ＭＳＫ８１０ 

ＨＵＢ ＭＳＫ８１２ 

ＲＪ４５ｹｰﾌﾞﾙ 

ＲＪ４５ｹｰﾌﾞﾙ 
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９．ファイル仕様    

９.１ ファイル仕様 

  合成メモリへ書き込みできるファイルとしては、ＢＭＰとＪＰＥＧファイルが 

使用可能です。 

  書き込み可能なフォーマットを以下に説明します。 

 

９.１.１ ＢＭＰファイル 

 

ビット数    ２４ｂｉｔ 

  水平サイズ   １９２０ 

  垂直サイズ   １０８０ 

      

  ＊２４ビット以外のファイルは書き込み不可です。 

  ＊ファイルの大きさ水平１９２０、垂直１０８０を超えるものは 

書き込みしないで下さい。正しくデータを書き込みできません。 

 

９.1.２ ＪＰＥＧファイル 

   ＪＰＥＧファイル、または、ＭＳＫ８１０独自フォーマットのＪＰＥＧ 

  （独自フォーマットについては、９.２ＪＰＥＧファイル仕様にて説明） 

   

  ＊ファイルの大きさが水平１９２０、垂直１０８０を超えるものは 

書き込みしないで下さい。正しくデータを書き込みできません。 

 

９.１.３ ファイル名 

  ＭＳＫ８１０の合成メモリに書き込むファイルは、 

ＦＩＬＬ（合成画像）、ＫＥＹ（ＫＥＹ信号）の２種類が必要です。 

ＦＩＬＬ、ＫＥＹそれぞれの名前の指定の仕方を説明します。 

 

  ＦＩＬＬ（合成画像） ＊＊＊＊_Ｆ．ｊｐｇ または ＊＊＊＊_Ｆ．ｂｍｐ 

  ＫＥＹ（ＫＥＹ信号） ＊＊＊＊_Ｋ．ｊｐｇ または ＊＊＊＊_Ｋ．ｂｍｐ 

   ＊の部分は任意の文字です。ファイル名の長さは拡張子含めて１４文字以内です。 

   

＊登録の際ＦＩＬＬとＫＥＹのフォーマットが違う場合 

（一方がＢＭＰ、もう一方がＪＰＥＧ）は登録（書き込み）不可です。 

  ＊ＦＩＬＬとＫＥＹのファイルの大きさ（水平、垂直）は同じとして下さい。 

   正しくデータを書き込みできません。 
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９.２ＪＰＥＧファイル仕様 

   ＭＳＫ８１０では、ＫＥＹファイル（ＪＰＥＧ）に独自情報を組み込む事で 

   合成ファイルの表示位置、ＦＡＤＥ設定、ＦＡＤＥスピードを設定する事ができます。 

   以下に独自情報の構成、フォーマットを説明します。 

 

９．２.１ 独自情報位置 

  ＭＳＫ８１０独自情報は、ＪＰＥＧオプションのＣＯＭセグメントマーカーに置きます。 

  ＣＯＭセグメントマーカーの構成は、以下のようになります。 

 
Ｎｏ 名 前 内 容 サイズ（ｂｙｔｅ） 備 考 

１ ＣＯＭ ０ｘＦＦ ０ｘＦＥ ２ コメントマーカー 

２ 長さ ０ｘ００ ０ｘ１２ ２ 長さ 

３ ＤＡＴＡ  １６ 情報データ 

  

ＣＯＭセグメントマーカーは、ＳＯＳセグメントの前に位置させます。 

 

ＳＯＩ 

・ 

ＣＯＭ 

ＳＯＳ 

・ 

ＥＯＩ 

 

9.２.２ 情報データフォーマット 

 ＣＯＭセグメントマーカー内の情報データはバイナリーで以下のようになります。 

         
Ｎｏ 名 前 内 容 サイズ（ｂｙｔｅ） 備 考 

１ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

２ ＰＯＳＩ．Ｈ ＨＤ：±１９２０ 

ＳＤ±７２０ 

２ 横の画像位置（ｄｏｔ） 

３ ＰＯＳＩ．Ｖ ＨＤ：±１０２４ 

ＳＤ±４８６ 

２ 縦の画像位置（ｌｉｎｅ） 

４ ＴＲＡＮＳ 

ＭＯＤＥ 

０：ＣＵＴ １：ＦＡＤＥ １ ＦＡＤＥ設定 

５ ＴＲＡＮＳ 

ＳＰＥＥＤ 

１～３００ ２ ＦＡＤＥスピード 

６ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

７ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

８ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

９ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

１０ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

１１ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

１２ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

１３ ＲＥＳＥＲＶＥＤ  １  

 

例）ＰＯＳＩ．Ｈ ３６０、ＰＯＳＩ．Ｖ  ５０ 

ＴＲＡＮＳ ＭＯＤＥ １、ＴＲＡＮＳ ＳＰＥＥＤ ３００ 時のデータ並び 

 

 

 

ff fe  00 12   00  01 2c  00 32   01   01 2c   01 00 00 00 00 00 0０ 0０ 

 
ＣＯＭ 長さ 

POSI.H 

DATA 

POSI.V 

 

TRANS 

MODE 

TRANS 

SPEED 



Ver. １.１ 

 ４１ 

 

おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    
 

お買い上げいただきました弊社製

品についてのアフターサービスは、

お買い上げの販売店におたずねく

ださい。 

なお、販売店が不明の場合は弊社

へお手数でもご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 無断転載禁止 

アルビクスアルビクスアルビクスアルビクス株式会社株式会社株式会社株式会社     
 

〒９５９－０２１４ 

新潟県燕市吉田法花堂１９７４－１ 

ＴＥＬ：０２５６－９３－５０３5 

ＦＡＸ：０２５６－９３－５０３８ 

 

 

故障・保守サービスのお問い合わせは 

販売店： 

ＴＥＬ 

担 当 

製品の操作方法に関するお問い合わせは 


